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●自由保育参観 ～日常の積み重ねを、表現活動を通して～
１０月、１１月は遊びや活動が充実する時期です。今年も秋ならでは日々の遊びや、
自然との触れあい、運動、表現活動などが行われてきました。１２月には、そうした
２学期の様子をご覧頂くため、自由保育参観を設けています。特に、クラス毎の日常の
様子や、「音やリズム等の表現を楽しむ」というこの時期のねらいに沿った表現活動を
中心にご覧頂く予定です。普段、子ども達が興味を持って取り組んできた遊びや活動が、
歌や様々な楽器、リズム遊びなどで表現されます。従って、クラスによって表現の形は
様々ですが、どのような特徴が表れるのか楽しみです。
また、「生活や遊び」では、様々な日常におけるお子様の成長やクラスの様子もご覧
頂けることと思います。どうぞご来園頂き、子ども達の成長の様子をご覧いただけまし
たら幸いです。

●「国際校庭園庭連合日本大会の見学会(11/26）」より
１１月２６日に、世界の学校の校庭や幼稚園の園庭に関する国際大会が日本で開催さ
れ、都内の特徴的な幼稚園の園庭を巡るツアーとして、立川市のふじ幼稚園、文京区の
お茶の水女子大附属幼稚園、そして当園の３園がピックアップされました。オーストラ
リア、スウェーデン、イギリス、アメリカ、ドイツ等、様々な国の先生方を中心に４０
人ほどの先生方が来園されました。園庭で遊んでいた子ども達は、HELLO！と挨拶をし、
簡単な会話のやりとりをしてコミュニケーションを楽しんだり、園で見つけた木の実や
虫を見せたり、ターザンロープやアスレチックなどを得意気に披露するなどして交流を
図りました。
様々な国の方に見て頂くこと、教育へのご意見を頂くことは、とても貴重な機会と捉
えています。世界の中で、日本の幼児教育はどう見られているのか、また、ゆりかごの
教育はどう見られているのか、教育内容をより良いものにしていく上でとても大切なこ
とです。
先月号で紹介しました「ユネスコスクール」「ＥＳＤ（持続可能な開発の為の教育）」
の考えに、「Think Globally Act Locally (地球規模で考えて、地域で行動しよう)」と
あります。 幼児教育も、世界基準で考え、日本の文化や気候風土に根ざした教育を追求
していきたい思います。
因みに、立川市のふじ幼稚園さんはドーナツ型の園舎でも有名ですが、園長先生とは
毎月、勉強会でご一緒をさせて頂いています。 また、お茶の水女子大附属幼稚園（旧
東京女子師範学校附属幼稚園）は､日本最初の幼稚園（明治９年）で、ドイツからやって
きた「キンダーガーテン＝幼稚園」の教育を基本に、日本の文化に合った教育内容、園
庭の構成を作り上げ、やがて全国の幼稚園に広がっていきました。
初代園長の関信三が著した「幼稚園創設法」（明治11年）には、園庭に「山谷田園池
沼島等ヲ築造シ」とあり、また、我が国最初の体系的保育論とされる「幼稚園保育法」
（明治36年、東基吉）には、「遊園（園庭）は幼稚園の生命とも称すべき部分にして、
最も注意すべき価値を有するものなり」とし、「遊園内はなるべく自然地理の要素を多
く備へて自然界の完全なる小模型たるに適せしむべきなり」と記しています。私は日本
に幼稚園が初めて誕生した明治初期から、このように「園庭は様々な自然を中心とした
環境で構成することが望ましい･･･」と認識されていたことに、非常に衝撃を受けました。
特に「自然界の完全なる小模型」という表現は、当園が移転前の園庭で作っていた「ビ
オトープ（生き物の棲み家）」や「里山ガーデン（里山の縮図）」そのものでした。
明治以降、日本の幼稚園の園庭は、鉄棒、登り棒、ジャングルジムなど訓練遊具や、
滑り台、ブランコといった遊具を中心とした園庭に変化していきます。子ども達にとっ
て刺激的でカラフルな総合遊具や、キャラクターの遊具なども流行致しました。
そして、現在、今一度原点に立ち返り、自然を大切にした園庭の必要性が叫ばれており
ます。今回、来園された海外の先生方も、やはり自然を中心とした園庭の重要性を訴え
ていました。

歴史を検証し、幼児の成長にとって本当に大切な環境、幼児期にこそ経験して欲しい
内容を突き詰め、当園は現在の里地･里山の園庭にたどり着きました。移転から５年目、
子ども達がここでどの様に成長し、そして巣立っていくのか、短期的には見えてきまし
た。しかし、私たちがここで目指している教育の成果は、むしろ小学校の中･高学年頃か
ら主に見られてくると考えています。そして、年齢を重ねれば重ねるほど、その特徴が
表れてくるのではないかと考えています。
例えば、興味を持った事に対し深く探求していこうとする意欲、課題に直面したとき、
試行錯誤を繰り返しながら、また友だちと話し合いながら、解決に向け粘り強く取り組
もうとする態度、困っている人や生き物等に対し優しく寄り添おうとする心、感じた事
を自分なりに表現しようとする感性、様々な危険に対し、しなやかに対応することので
きる身体、、、どれも、これからの時代を生き抜いていく子ども達にとって最も必要と
されるものです。ＡＩを中心に、価値観や労働形態が激変していく中、人間にしか持ち
得ないこれらの能力を最大限に発揮していくためには、幼少期の人格形成が大きな意味
を持つと考えています。
子ども達の成長を長い目で見守っていきたいと思います。

●マラソン
朝晩の冷え込みを感じるようになりました。毎朝の外遊びの中で、マラソンもはじま
りました。園庭の芝生グランドの周りを音楽に合わせて走ります。 年長にもなると、
棚田の周りやアスレチック斜面などもコースに入ってきます。速く走ることでは無く、
最後まで止まらずにマイペースに走ることを目標にしています。
子どもは風の子。寒いからといって室内で縮こまるのでなく、外で遊んだり走り回っ
たりすることで、体が温まり、爽快感を与えます。みんなで一緒に走ることで気持ちの
上で一体感も与えてくれます。

●高尾山遠足
本年度の遠足は、昨年度に続き３回の延期となり、年長さんの最後の挑戦として設け
た4回目も、残念ながら雨で中止となってしまいました。年長さんについては、何とか
在園中に登らせてあげたいと思いますが、気温や混雑、他の活動への影響を考え、一旦
仕切り直し、３学期、春の「お別れ遠足」の頃に予定したいと考えております。
また、年中さんも２年続けて行くことができませんでしたので、来年度、年長になっ
てからになりますが、「秋の遠足」の前、春頃に一度登ることができればと考えており
ます。どうぞ保護者の皆様のご理解とご協力をお願い致します。

秋祭り「ゆりかごの自然で思い切り遊ぼう！」
秋祭りは天候に恵まれ、各コーナーや発表では保護者の方々が主体となり、楽しく参加
されている様子が見られ、嬉しく思いました。大勢の保護者の皆さまや地域の皆さまのご
協力によって、子ども達の素敵な笑顔が見られましたこと、心より感謝申し上げます。



いもほり会
お世話になっている西片倉の中西さんの芋畑。何十年にもわたり米糠などの堆肥で作ら
れてきた有機土壌には、元気なサツマイモが育ち、今年も子ども達が大きなお芋を手に満
面の笑顔を見せてくれました。今年の品種は、「シルクスイート」という甘みの強い上質
なサツマイモです。年少・年中さんは園バスで、年長さんは歩いていきましたが、遠くま
で広がる畑の道を歩きながら、様々な野菜や畑仕事をしている方々に出会い、心も身体も
充実したいもほり会でした。お手伝い頂きましたお父様方、ありがとうございました。

やきいも会
キャンプファイヤーサークルに木材を１時間３０分程燃やし、炭状のおき火ができたと
ころで全園児が芋をそっと投げ入れ、落ち葉をかけ、保温性を高めて蒸し焼きに･･･。
園児も薪運びや落ち葉拾いなどの手伝いをしました。３０分ほどで焼き上がり！
今年も甘くて美味しい焼きいもをいただくことができました！

防災教室
八王子消防署みなみ野出張所の署員さんにお越し頂き、子ども達の防災訓練の様子をご
覧頂き、避難についてのお話しを聞きました。職員の消火訓練を観察したり、消防車や機
材についてもたくさん教えて頂きました。「おかしも」のお約束（おさない、かけない、
しゃべらない、もどらない）は、是非ご家庭でも一緒に覚えて下さい！

防犯教室
南大沢警察署防犯課の署員さんにお越し頂き不審者対応訓練をした後、ホールで防犯の
お話を聞きました。皆とても真剣に聞いていました！「いかのおすし」のお約束（行かな
い、乗らない、大きな声を出す、すぐに逃げる、知らせる）はご家庭でも覚えて下さい！

年少 クッキング サツマイモもち
年少さんは、園の畑で掘ったサツマイモで芋餅を作りました。お団子を作って、つぶし
て、ホットプレートで焼きました。サツマイモの風味が広がる美味しい芋餅でした！

年中 クッキング すいとん
小麦ですいとんを作りました。畑のサツマイモなど様々な野菜も入れて、具だくさんの
すいとんができあがりました。心まで温まるやさしい味でした。

年長 造形大学へ
年長さんは造形大学にでかけました。春日ゼミの大勢の学生さんと一緒に絵を描き、電
車を作り、その電車に乗って大学内を見学しました。昼食は学食で大学生の皆さんとスペ
シャルメニューを頂き、食後は広場で大学生と一緒に思いきり遊びました！普段なかなか
触れあうことの少ない大学生の皆さんと、１日たっぷり過ごすことができました！

年長 お米づくり最終章 もみすり～精米～おにぎりパーティー
千歯こきの脱穀を終え、すり鉢とボールのもみすり、ビンと棒での精米を経て、ようや
く白米になりました！ 収穫際にあたる「おにぎりパーティー」では、お米を自分たちで
といで、釜戸で炊きました。炊きあがったご飯を握り、畑の野菜でお味噌汁を作って美味
しく頂きました。７ヶ月間にわたる稲作､､､よくがんばりました！！

★米作りには日本の伝統文化、特に食や自然に対する素晴らしい考え方が沢山つまううっています。
例えば、「いただきます」の精神を体験を通して理解することが出来ます。「様々な命に感謝し、自然の恵
みに感謝し、作ってくださった方、お世話になった方々に感謝し、いただきます。」 一粒を育てる大変
さを、子ども達のその手が知っています。一粒も残さないように、おいしく頂きました！


